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資料２ 

   

                                                           

１. リモート等による家庭などでの学びの期間（9月3日～9月10日）における   

市内小中学校での1人1台端末を活用した取り組み 



．２．「リモート等による家庭などでの学び」の期間を振り返って                           ｌ                               

（１）成果 

【Wi-Fi環境】 ＝ 全児童生徒が持ち帰ることで各家庭でのWi-Fi接続が大きく進んだ。 

  ・昨年度調査（令和2年5月）ではWi-Fi未整備家庭は6.3％（７１９名）であったが、今回調査（令和3年9月）ではWi-

Fi接続未整備家庭は0.81％（９３件 109名）と、整備率が大きく向上していることが把握できた。 

【オンライン会議アプリ（Meet）について】 ＝ 今後も有効に活用できるツールであると確認できた。 

・集会に加え合同授業や、中学校区間の児童生徒交流、外部講師との連携など、今後も有効に活用できるツールであ

ると確認できた。 

・Classroomからアイコンをクリックするだけで接続できるので、慣れれば小学校低学年でも簡単に操作できた。 

【GoogleWorkspaceについて】 ＝ Classroomでの発信をはじめクラウドツールの活用が進んだ。 

・ClassroomからのMeet参加や掲示板での連絡だけでなく、ドライブを通した学校便りの発信や、フォーム

での健康観察など、各校において活用の幅が広がった。 

【授業の流れや内容について】 ＝ 双方向のやり取りが可能なロイロノートは有効なツールであった。 

・ロイロノートの「返却」を活用して子どもが学習したもの（ドリルやプリント）に添削やアドバイスを行うことができた。 

・各家庭に場所は離れていても、互いの考えを一覧で表示できる画面共有は、児童生徒にとって学びを深めるだけで

なく、コミュニケーションの場としても大変有効であった。 

【児童生徒・保護者の様子】 ＝ 家庭からでも教師やクラスの友だちとつながることで安心できた。 

・児童生徒は顔を見合える時間ができたことで、保護者は先生と子どもがリアルタイムでつながる時間ができたことで、

それぞれ安心することができた。 

 

（２）課題 

【Wi-Fi環境】 ＝ 各家庭のWi-Fi整備率を１００％に近づける必要がある。 

・Wi-Fi環境が整っていない場合、対象児童生徒にはルーターの貸し出しについて案内したが、機器の貸し出しのみで、

その他の費用がかかることや契約手続きの手間、様々な事情で契約そのものができない家庭もあり、申請を断るケー

スが複数あった。 

・各家庭のWi-Fi接続の契約形態（通信容量・通信速度）によっても、学校が迫られる対応が異なった。 

【オンライン会議アプリ（Meet）について】 ＝ トラブルが多く発生し対応に苦慮した。  

・同じ部屋で複数台がマイクをオンにするとハウリングがおこった。家庭で兄弟関係など複数台接続する場合は場所を

離す、可能であれば部屋を分ける、発言時以外マイクをオフにするなどの対応を呼びが必要だった。 

・指導者用iPadで授業支援ソフトを使用し授業を行い、別の端末で児童生徒の画面を表示すると効果的であった。し

かし、指導者用iPadや校務用PC等、今以上に機材を充実させる必要がある。 

【GoogleWorkspaceについて】 ＝ トラブルが多く発生し対応に苦慮した。  

  ・アカウントの再入力を求められる事案が続出し、リモート開始初期は学校の電話が鳴り止まない状況になった。Classr

oomなどで状況・対処法を伝えたことで問い合わせは減ったが、年齢が低いほど、自力での解決が難しかった。ＩＣＴ支

援員が来校した学校はトラブルに対応が迅速に行えた。 

 



【授業の流れや内容について】 ＝ 通常の授業と手法が全く違うため今後も研究が必要。 

・板書を写すだけの一方的な配信では、児童生徒の集中が続かなかった。意見の画面共有や一覧表、資料の拡大提

示、動画の活用など、学習目標に応じて様々なツールを組み合わせる必要がある。 

・学校間、職員間に取り組みの差が生じてしまっている。市内全教職員のICT活用を含めた授業力の向上が望まれる。 

【児童生徒・保護者の様子】 ＝ 児童生徒・学校・保護者ともに情報モラルの向上が求められる。 

  ・リモート授業で、子どもたちが集中して画面を見る時間が長いので目が疲れてくるという訴えが複数あった。意識して

画面から目を離すという時間を設けて対応していく。 

  ・Meetのコメント機能での授業と関係ない発言や、児童生徒だけでなく保護者からもSNSへの不適切な投稿があっ

た。情報モラルについて指導を行う必要がある。 

 

（３）取り組みを通しての声 

○児童生徒 

・私の一週間リモート授業をした感想は、リモートはとても便利だと感じたことです。コロナの影響で普通に授業ができな

くなっても、リモートで自分の家からできるので休校と違って授業ができることがいいと思いました。メッセージ機能など

もあるので、休校の時より友達と話したりできるので嬉しいです。コロナも心配なので、リモートができて嬉しかったです。 

・私が一週間リモート授業をした感想は、先生の声が聞こえなかったり黒板があんまり見えなかったこともあったけど、み

んなと久しぶりに授業ができたので良かったです。授業が終わった後に、みんなで絵を描いたりできて、すごく楽しかっ

たです。でも、みんなと学校で授業をしたいです。早くみんなに会って、小学校生活最後を楽しく過ごしたいと思います。 

○保護者 

・家庭で子どもたちがスムーズにiPadを操作する姿に驚いたという声が多かった。 

・接続できない間に進んでしまった授業内容についてのフォローはどこまでしてもらえるのか、家庭では子供が困ったと

きに対応ができないので学校で預かって欲しいなどの声があった。 

 

（４）教育委員会として 

□端末の持ち帰りに際し、家庭でのWi-Fi接続は必須。改めて保護者に協力を文書にて依頼する。【資料3】 

□今回、各家庭でWi-Fi接続できたことは、今後の端末持ち帰り活用の推進に繋がる。オンライン授業の実施や一人

一台端末の日常的な持ち帰りに伴い、持ち帰りルールを見直す。【資料4】 

□GoogleWorkspaceのドライブやフォームなどクラウドツールの活用に併せ、セキュリティーポリシーを改訂し、校内各

データの取り扱いについて確認。 

□全児童生徒がGoogleWorkspaceにログインを終えたと考え、今後シングルサインオン（GoogleWorkspaceのアカウン

ト情報を使うことでID/PWの入力を省く）も進める。eライブラリについては１０月末に変更予定。 

□ロイロノートは、主体的・対話的で深い学びに向けた授業改善のための有効なツール。校内・中学校区・市内で積極的

に活用事例を共有し、他自治体の先進的な事例も積極的に取り入れていけるとよい。 

□オンライン授業や一人一台端末の日常的な持ち帰りを想定し、市内統一のオンライン授業対象者や実施判断、児

童生徒の健康への配慮など留意点をまとめ運用規程に即したガイドラインを作成。 
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